
 

 

2019 年 6 月吉日 

株式会社山城経営研究所 

代表取締役社長 鈴木 豊 

 

経営リーダー育成シンポジウムへのご招待 

 

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

私どもは一橋大学名誉教授の山城章が設立した研究所として 32 年間、 

経営リーダー育成の研修プログラムを、大手企業を中心に約 3,200 名の方々

に提供してまいりました。 

このプログラムは「よい経営者がよい会社を創り、よい会社がよい社会を

創る」という想いを実現するために、各社から選抜された経営幹部や、その

候補者が互いに切磋琢磨し、真の経営リーダーを目指すものです。 

さて、この度ご案内をいたしましたのは、経営リーダー育成が重要課題で

あるにも拘わらず、増大する不確実、不透明な経営環境のなかで、その育成

方法について腐心されているのではないかと考えているからです。 

これからの「経営リーダー」に求められるものとは何でしょうか。 

経営リーダーにとって経営を行う上での知識は必須条件です。しかし、 

経営の「肝」は自社の事業そのものの存在意義を語れることであり、それが

企業の維持・発展の原動力になるのではないでしょうか。「何のための経営

なのか」「社会に対して何を、どのようにしてその価値を提供するのか」、  

これらの根源的な問いに対して経営リーダーは自らの見識を持たねば   

なりません。 

今回の「経営リーダー育成シンポジウム」は、現在の MBA 教育の傾向や

背景を踏まえ、「これからの経営リーダー育成はどうあるべきか」について

皆様と共に考えてまいります。 

ご関心をお持ちいただけましたら、同封のチラシをご一読いただき、  

お申し込みをお願いいたします。ご縁ができますことを願っております。 

最後になりますが、貴社のますますのご発展を心よりお祈り申し上げます。 

敬具 




